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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・9/15（金）医療福祉学会抄録の提出期限となっている。

・新規の利用者様が増えてきているため、データーベースの更新をすること。

・第5回院内研修について

　日時：　9/19（火）、20（水）17:30～18:30　場所：メモリアルホール

　テーマ：｢インフルエンザ・ノロウィルス対策｣　講師： 佐藤　志穂

　出席予定を各自入力すること。

・10/19（木）大規模災害訓練実施予定。詳細が分かり次第連絡が来ることとなっている。

・プログラムテキスト提出は9/20までとなっている。

・10/18（水）午後より、プラザホテルにて障害者合同面接会がある。利用者様へ案内を伝え、参加希望者を確認していくこと。

・10/1（日）より電子カルテが正式導入となる。導入に伴い、担当医が変更となる。

＜利用者様情報＞

デイケア

・佐羽内　裕亮様～青明舎での調理教室が毎週から隔週になり、教室がない日はデイケアを利用しようと考えているとのことで、本日来所している。普段と同じように過ごしており、不調や不満の訴えはない。午後の就労支援プログラム参加状況を確認しながら、木曜日の利用を検討していく。

・根地戸　恵　様～スタッフと会話をしている際に、突然他利用者の腕を触っており、相手から「触らないで、ごめんね」と言われている。その際「前は良かったのに、なんで」と表情硬くスタッフに話している為、状況の振り返りを行っている。突然触れられたことや、相手の気持ちを考えながら説明すると、次第に表情穏やかになっており、自分が行った行動を振り返ることができている。同じような行動は取らないように促すと、以降同行為は見られない。

デイナイトケア
・奥山　以依子様～昨日、午後の作業療法中にトイレにこもることがあり「神様の気分なんです、お話しをしていました」と返答している。その他、「超能力で体が勝手に動くんです」と話し、急に走り出すことやトイレに駆け込む様子が見られている。本日は同様の様子なく過ごしている。

・野月　利章　様～定時になっても来所せず、本人と母様へ電話連絡を実施。本人は電話にでず、母様よりデイナイトケア出席の意思がないため、欠席させるとのこと。最近来所できていない状況が続いている為、体調や生活状況を確認しながら、継続した利用が出来るように関わっていく。

・板橋　利美　様～青風荘より情報提供がある。買物同行支援の希望があるが、最近残食が目立っている為外食は難しいことを伝えているとのこと。以降、食事は全量摂取し、歩行状態も問題ないとのこと。昨日デイナイトケアにて脱衣所にて横臥していることがあるが、本日は同様の様子なく、食事は全量摂取している。昨日まで食べなかった理由を聞くと「体重が63.4㎏～63.6㎏まで増えたから食べない様にしていた」と話している。

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供がある。通所用のバックに靴下や使用済みティッシュを入れており、介入していたとのこと。昼食はスタッフが刻むことで、ほぼ全量摂取できている。

・津嶋　イチ子様～昨日の夕食時、魚が噛めない様子があり、スタッフが刻むことで摂取できている。本日も同様に刻むことで、全量摂取出来ている。

ナイトケア
・前野　義勝　様～本人から今週の出欠についての連絡がない為、スタッフから本人の携帯電話に連絡すると出ている。水曜日までに電話をする約束であったことを伝えると「あっそうだった」と呟き、先程まで整形外科受診であったと話している。9/7（木）に母様が亡くなったと報告があり、葬式の準備は姉、妹、姪っ子と協力して行ったとのこと。母様が亡くなったことで不調はないか尋ねると「落ち込みはない」「寝れてもいます」と話しているが、右肩と腰の痛みが出現したとことで、整形外科を受診し注射をしてもらったと話している。痛みが出現する際には、病院を受診することと、無理なく過ごすよう伝えている。今週のナイトケア利用については「まだ少し待ってください」と話しており、身体痛が継続している為、今週も欠席すると話している。毎週水曜日までには出欠と近況を確認したい旨を伝え、自分から電話連絡するよう促すと了承し、電話を終了している。

・下妻　康貴　様～「相談したいことがある」と話し、詳細を尋ねると「最近、スタッフが電話に応じている時間が長いと思う。自分も熱中症気味で対処方法について聞きたくて電話をしたことがあったけど、出てもらえなかった」と話している。それ以外にも、電話の受け答え方や話している内容が気になると話している。不満に思わせたことを謝罪し、スタッフ一同で対処方法と業務改善を図っていくことを伝え、言葉にしてもらえた感謝の意を伝えている。

＜外来情報＞

・冨田　紀子　様～悠々の里を見学し、好印象であったが入居はしないと話す。しばらくは今のグループホームで生活したいとのこと。スリッパを切られることはないと話す。

・奥山　以依子様～時折、トイレが間に合わず便器を汚すことがあり、早めに行くよう促している。「体が一人で勝手に動く」「金を盗られた」と話している。

・船場　幸子　様～歩いていると腰は大丈夫とのこと。軽い運動は続けるようにと助言されている。食事・服薬は大丈夫とのこと。

・中居　美津子様～健康食品にお金がかかると話している。病状変化なく落ち着いている。

・鹿原　博夫　様～精神症状に変化なく、落ち着いている。仕事も頑張っているとのこと。

・前野　義勝　様～母様が亡くなったが、今の所精神症状の変化はない。「母様へ大分迷惑を掛けた。」と話している。

・根地戸　恵　様～父様との関係性は相変わらずのようではあるが、概ね落ち着いて過ごすことが出来ているとのこと。

・若松　邦生　様～10/18合同面接会へ行く予定であると話している。対人関係に関して気にしている様子がある。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（寺地　徳和　様）　

実施日：H29年9月14日（木）13：30～14：00

担当チーム：石橋

検討内容　目標見直しと現状の把握

	氏名
	寺地　徳和　様
	性別
	男
	年齢
	67
	生年月日
	S25.7.31

	主病名
	統合失調症
	合併症
	盲腸癌術後

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の修得、身体機能の維持･向上、対人関係の改善、作業能力･持続性の向上、病識を身に付ける

薬物療法・精神療法を継続して行い､症状の安定化と日常生活能力の維持を図る。

	本人希望
	現在の生活維持と病状の安定

	家族希望
	

	入院歴
	計　3回（最終：H29年4月18日～H29年7月18日）青南病院

	通所歴
	1回目

· 今回：H29年7月20日～現在（デイケア週1回/木曜日）

	その他サービス利用
	当院通院

	住居：青風荘入居
	家族構成

保護者はいとこ様(田端　勉様)

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）



	備考：事例検討に必要な情報を記載
S44年頃より、不眠・独語・空笑等の症状が出現し、S44年9月16日当院初診し、同日入院。肺結核の為、S61年5月7日八戸国立療養所へ入院(～H1年11月26日)。退院後は当院への外来通院・服薬、小規模作業所への通所を継続していた。H9年8月上旬より苛々感の訴えが続き、H9年9月1日当院2回目の入院(～H9年10月31日)。H29年1月に弟が死去し、単身生活を開始。H29.3.24受診時に全身の浮腫みあり、八戸赤十字病院にて盲腸癌があり手術(盲部切除術)を実施。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定を図りながら、健康的な生活をおくる。
	①運動をする機会を増やしていき、出来ることを増やす。

	①運動療法に参加して体力をつける。
	①運動療法に参加し、体を動かす習慣をつける。レクダンスが好きな為、積極的に行うことが出来るように声掛けを行っていく。

	
	②バランス良く食べられるようになる。
	②-１栄養指導に参加し、栄養について覚える。

②-2水分量と食物繊維を調整して摂れるようにする。
	②-1栄養について知り､健康的な食事が摂れているか、自らスタッフに伝えられる様に促していく。

②-2排便の状態についてスタッフに伝えられる様に促していく。

	
	③他者交流が苦手なため、自ら他者へ話し掛けられるようになる。
	③グループワークを通し、他者と会話する機会を増やす。
	③グループワークを通し、対人交流に慣れて日常的に会話が出来るようにする。


【現状】

･自分から運動療法に毎回参加すること出来ている。

･プログラムには積極的に参加し、発言しているが、質問と関係のない的外れな回答が目立っている。

･スタッフには自ら挨拶することが出来ているが、他利用者様との交流は見られていない。

【今後の対応について】

･7/20から利用を開始しているが、週1回の利用で本人の全体像の把握が充分に出来ていない状況である為、上記目標で関わりつつ、本人の状態を確認していきながら目標計画の検討を行っていく。

